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95 余暇の過ごし方の指導 馬居政幸
町~l~·I大学助政段

．余暇の過ごし方をどう指導 するか

学校週 5日伽lの君事入で．余暇時間をどう過ごさせるかが検射線題のひとつにあげられて

いる。そのため．文部省の初査研究協力校では『余暇の過ごし方jを学習させる，手引容を

作成する，家庭での生活記録を提出させる．など，さまぎまな紋みが行われた。主主埜主旦

具体的にはどのような内容について，どの程度の指導と学校の対応策が必要か。

「遊びの古Iii航Jと「臼手i

学校snm11とは． lドに学校の授業が5日に

なって休みが lAl甘える、ニとではない。学科

指草;ti);5・領や指in要録の改訂にf'I＇う改変と併せ

て．’，，＿im学科休系への移行を具体化するため

のトータルな教育改革のなかに位置づけなけ

ればならない。既存の教育内符の品的な圧紛

ではなく，質的に改変することが5日!Illの課

題て’あり，学校とは災なる教えと学びと育ち

の坊を子ども「1身が創造するための時Ill！とし

て2111111が設けられた，という悦点が重要で、

ある．とりわけ．学校以外の学びの泌を~か

にすることを通じ，子どものnちの世界を多

機にすることこそ，迎休2日llillではなく学校

s rr制と言い換える本義と考える。

その芯：P;Rで， 休日2日の子どものあり方に

かかわる余1q~桁将は，従来の学校教育の延・民

であってはならない。そのためのキーワード

は「滋びの！日Ii他jと「1'1-S.r.(fl！）」である。

［よく遊び．ょくさy：べJということわざが

示すように．子どもの成長にと って遊びと学

びは引の珂紛のようなむのである。

だか．学校Iよ，とらすれば「よく学べJの

方を悩先してこなかったか。たとえ遊びを奨

励することはあってら．休み時Ill！か放浪後の

問問としてとらえ．授業に差し降りのないか

ぎり， というただしl!Jきがついていないか。

学科ぷ題の興味づけのために遊びをJ受業の湾

入にIllいることはあっても，「さあ，これから

勉強です。逃ぴの時lllJは終わり.＇」と） iiをか

けながら，主発問のタイミングをはかる，と

いうことが多いのではないか。いずれも “J受
業あっての遊erであって．その逆ではない。

そのため， 教師iは余暇時間をそれ~~l 「l の価

値ではなく，勉強II寺川を十分取った後に余る

暇な時！日！とみ・えていないか。学校の授業でるの

勉強疲れを癒すための1時間であっても，勉強

とは災なる子どものTi'ちがある， という観点

からとらえることは少ないのではないか．

だが， s nn11Jrこともなう余暇指導はそうで

あってはならない。その第ーのポイントは，

子どもではなく教師「l身が勉強とは異なる遊

び独自の側仰を五感て略得することができる

かどうかである。そのためには，子どもの遊

ぶ姿に学ぶことから始めなければならない。

そのヒントとして，三つあげたい。

5 B筋IJの余暇指導三つのヒント

一つは，総令性のiilfi{t立。子どもは遊びのな

かでn分の持っている)Jのすべてを発郷して

いないか。チどもにと って遊びは，さまざま

な機会に教えられ身につけた多織なまII減や技

能を総合して実践的に試す場。’7~校のJ受業を

含め．それまで学び取った知I微を 自分の生活

のなかに知恵として生かすための鋭利の泌が，

遊びである。

二つは， 1JIJi立力の1111i他。子どもは遊びに必

要なものであればなんとか工夫して手に入れ，

遊びを妨げるIHJ砲には必死に傍カして解決し

ようとするはず。遊びは，子どもががrt.こなカ

をnら生みIllす場。教科tl}:や教師からでは学

べない， 一人ひとりの個性や＠力に応じた子

ども独自の文化をtl1Jj1fする泌が遊びである。
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三つは，楽しさの価他。これはあえて説明

する必~もないであろう。主w，·，·，：勉励や助勉と

いう．？策が示唆するように，学校の授業は強

いて勉める世界。遊びIi逆である。 1:1らill;ん

で行う ill:界。その耳l!rlI は~しいからである。

そして，この楽しさに支えられた総合力と

例i立カこそ． jこど もか自立 (f.Iけするため

の悲ぬ ・基本である．｜’｜らをwして向ら立つ

ための力は，やは りnら学び取るしかない。

ただし，このようなfilli他ある遊びの－11twを

子どもが自ljjiiできるためには．多くの人たら

のD)Jけが必要て’ある。 fどもが安心して元気

-,f,不に遊べる姶が必要である．これをJllff.す

ることが，余暇指導の;ftイントである。だが，

それは特別なJ行持ではなく ， Fl 'i；~の授業を改

変することをj困じて行うべきでゐる。

すなわち，余暇指導の第二のポイントr:t..
授業のなかに遊びの｛il!ift立を積極的に取り入れ

ることにより ， 子どらが遊びの世界を~かに

自IJii主できるための基盤を培うことである．そ

して，実はこれが新指i.t'f,要領で強調される体

子どむたちをとりまく I現段の灯、化，子どものた

めの公共施政光災．少年スポーツクラブのf舌動促

進などIi, "l~ f史i盟 5 II品IIに関係な〈実行されてい

かなければならないと．思う．また，ri邑J！のき:l;JtllllJ

として子どbたちのための行事を1mnriしなければ，

子どむの行〈』品がないのではないかということを

Ill！くが．大人とのつき合いのなかった子どむたち

にいきなり参加を呼びかけても軍事｝)flしない．むし

ろ小学生になると．生徒l'IJ'.tが自主的活動；：1・1盛iを
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験や活動重視の授業である。また，新4r;;[J要
録に示された飢λ切リ学~l'I状況の「I具l心，必？次，

態度J を IlitJl したご~I削である． その11.:Kが生

活科の新設。

生前科のJ受業の •I•心l立， i些びである。数え

る人心教師のみでない0 J也減や家庭の人たち

の協力が必W5て・ある。 J受業のJ必b.子どもの

生前の易全体に広がる．このような校忠実践

によリ見出され創造される人と均が， Fども

のi些ぴの世界を泣かにする J.li~！｛になる。

さらに，このよう会教師の余暇観とJ受注実

践の転換をより確笑に子どもの生活’に恨づか

せるものとして，特別；な余日lfH行i(Fがある。こ

れが三つnのポイント．そのfl.:｝＜として． Iこ

どもカ＇i：木み •I'IこfrったことをJ己f書する「遊ひ’

ノー トJの指みがある。

だがそれは，あくまで教師のII 1止の数ft尖

践を反省するための資料であって，二子どむの

遊び方を評filliするための手段であってはなら

ない。また， 5日制が定方fするための過illt的

な手立てにすぎないことも~＆；）＼］しておきたい。

研究協力校の実践ポイント

ttの前!tlJ状況の鋭銭や， J也litでの巡5LI制にNず

る意処を集めてもらう．⑥午IQが’l=.ttに配布・1・る

土I／~休業活動的織を家庭での話題にしてむら ·i.

⑤!.ttt会執行部・PTA l：附休業Hti且 t!只会 ・ 小I~

の三打が会し． ニtB/tf収支ふれあい前列バ’阿の.a.見
交換をする． ⑥生徒会が. ~生徒にふれあい爪動

Ill！闘のアンケートi測ををする，⑦ p・1・Aがr.r;ij}j,d・

立て．友だちに参加を

日子びかけるようになっ

ている．しかし，生徒

jilJjを具体化する． 8''...< 
}JU祁マ！の，'A伐をする,_PTA格帯広？｜
（教師や”の押しつけ

をしない．生徒のピl主参加を尊重する.PTAをi泊

じてj也Mの人，小学生にも寄加lをPfびかける）．⑨

教師依きでPTAだけで完全災地する（参加rfi1Yl
の教師Ii¢従止 ＞： （，に活動する）．倫学校から令

PTAに配布されるf1f土B/M休業IIの「’l:tlの’｜：的

行動のまとめJを家経での蹴姐にしてむらう

には＇ .n世代交流を過して．幅広〈人1111閃係の大

切さや生き引を学ばせる必要がある．その乎がか

りとして．学校Hfl主主を中心とした PTAやj也J;ll.の

人々とのふれあい活動から始める必要がある．

lL体的には以下のよ うな治動を考えた．①

PT八広輔lて

理角平してもらう．②PTAに土陥休業推進委u会

を飢餓してもらい，ふれあい前助HI・阿を'S.l策して

むられ③PTAにモニターを選出してもらい．生

数制研修 1992/ 6 J廿干11

PTA自身がm；患者・ioJ闘とな’｝．’l:iHMhゐ主

促しているが＇ fir.JI－れ l'I 身も他人の Fを.r~ るニと

により円分の子が思解でさるようになっている
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99 休業となる土曜日の生活指導 馬居政幸
静岡大学助教授

．休柴田 となる土曜日の生活指導をどう行うか

休集日となる土曜日の対応について．学校として．児貨の生活指場または生徒指導にあた

り．どんなこと を配慮するニとが大切か。また，その日のための生活・生徒指導上の管理や

指滞体制として小学校のii合のぞましい方法は何か。

中校とは災なるa’Fぴの高lj造

学伎とは y~なる場に． 子どむたちが互いに

学び合いflちイ半う世界を(ll]j立できるかどうか。

これが5II ililHこirう2日間の休みのあり方を

fillううえでi比もill要なことと考える。

したがって．休業 日となるこ仁11/ilRへの対応

Ii，原Jiil的には 2日間の休み全体のあり方と

してllllうべきである。－tflbl口が特別問題なの

ではなく ． 2 II 述紘する休円を子どもがどの

ように’I＝.かすか．がJ脅さ2のjj1j徒になければな

らない。よた．休日の;;!I!紅iは学校教育の，延長

ではなく ，学校では経験できない世界でのザ：

びを子どむカ＜fli]j盆できるかどうか。 1也被や家

庭という lI 1；：の場で＼学校や教師からは学び

えないさ£ざまな生前生：11を．あるいは友だち

ゃ先般や1針作とタq1 て’遊，i：；出~f·：て’多種多様な

人とともに＇ I＇.きる生 II！.＼！.を，子どもたちが狼'j!j.

できるための条件づく り。これが課題である

（そのための千立ては本，../i.214頁を参照いた

だきたい）。

その芯：I~~で．休日の生i1~i .生徒指導上の配

慮としてIf（法なのは，管理や桁務体制を学校

の延長で与えることを成めること。学校とは

Ji-,なる・下ぴの創造を子どもに期待する以上，

その行動を，i'l'fil付ーる悲i¥f；ら学校内と異なるは

ずだからである。

ただし，現状では地域や家庭がただちに上

記の，.~l胞を満たす場に変わるとは認めがたい

学佼む多いであろう。子どもが慣れていない

ことへの心配もあろう。他Ji.先lこ214頁で指

摘したよ うな佼業の改変を通じての基然づく

りの効以・が~Jiれるには， ll:\'1111がかかることも

有定できない。そのため， 5 nflJI］移行‘への当

f(jjの処i丘として，土11/d休日のflに対して単備

すべき.. !!Ulllを4.•.＇.~従起したい。

休業土11/dの生活指導四つの謀題

一つは，チどもが日常按する人たちの理解

と協力を仰るために，学校5fl fill］の意義とそ

の只．休｛じへの）J策を検討しあう場を積極的に

ぷけることである。たとえば，PTAでの論

議．各般地域組織 ・社会教育｜剥係者との述絡

会議の1m.投，町内会や商J~i*Jl千干の会合に教師

が参加してのJllJJl!l点の羽l互縫~＆.， 事政防止の

ためにパスやタクシーなどの交通機関への依

頼，などが巧－えられる。また，その際の主主5
1白夜として， 1大のようなものがあげられる。

学校5口Hillの意義が111なるi週休 2日ではな

く，学校では学べない世界を Fどもに用意す

ることであること。そこでは，子どもと接す

るすべての大人が教m1iて’あ り， いま子どもた

ちに必要なのは生活者からfinを’学ぶことであ

ること。 ill援なのは，子どもを管理するため

ではなく ，見’j：り俊民）Jする人のネッ トワーク

をどれだけ広げることができるか，であるこ

と。そ して，このようなネ ットワー クの伎に

するために， j也蛾にあるさまざまな地設と交

渉 ・相談することが二つ日の課題である。た

とえば，阿内向．（・ 公民館 .1o,1J物館 ・郷土fif¥・

4本lififiなどの社会教育施設や文化Otli設と交渉

して，休l！となる土地口の｜別館時unの調整や

料金の訓引き （無料）などにより，子どもが

平ljffiしやすくする。

あるいは，このような』1日止は必ずしもイ、学

生が手IJJTIすることを前提につくられていない。

教聡研修 1992/ 6 JttT1J 

チどらn.u.施設使mの7 ナーを知らない地

合む多、、0 f也の利川脅から苫怖が出るかもし

れなL、。これらを怨定し．総設改良やi史Ill級
定の比lιしを応rutの1,r.;_t}機｜測と相談する必~

むある0 ~Otli設による小学生対象のhili.ttf史Ill

,./It ＼＇~会． 児童会主!lliの高・下｛f.による低乍年の

指~~など， J也l或の公的抱設干I］月］のルールを学

ぶ僚会として生かすよ夫も必裂である。

これと｜則j![して，三つJIの課題l丸 子どむ

たら l'I身によるネ ットワー クづくりのための

機会を川；なすることであるu ¥J頭で提起した

ように，休日の意義は「調子どもたちが互いに

ヴ：び合いTlち合う世界Jを創造することであ

る。あくまでも主役は fどもたち．大人はよよ

て｝：リ彼Jl}Jする存在．直後J伝導は可能なかさ「リ

避けるべきである．

そこでill婆なのは． どれだけクラスの人間

関係を結えて，多憾な子ども同士の結びつき

が’｜ミまれるかどうか。そのための準備として．

ザ：校内でYUF-働集団を続優的に形成し，＂ jl:Jζ

内の小・小学校が述携して中学生が小学生を

指持する機会をつくること，あるいは子どら

1. 年間授業時数の砲保

’‘i~j史巡 5 I 1制の試行にとむない.i目時~~＇.を l；』と
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たちr'll-1'で休日のあ I）方を与えるために，隣

接学［烹の児tff.会による合同会設などをぷみる

必妥がある0 ・H:会教育Mi，没のf1JJIJとのllllf系で．

苅校と述H~ し ． 高校生ボランティアを育てる

機会にすることら霊安ーではないか

段1去にpqっliの課題ーは，教師自身のこと．

l'l分の生前する地域にか：リ，教r.1bではなく j也

i戎のお じさんやおばさんや兄さんや怖さんの

立劫から．改めて子どもたちの指みのあ り）j

を見直してほしい。生前の場で'ffつ千どむの

安に学ぶーことにより，学校での’i：活 ・’l=.i1t指

導が乍｛交の外の fどもの’l'.f.l'iとズレていない

かどうかを行みてほしい。

子どもを学校に迎合させることは．あくよ

で下段。救flの日的は卒業後の人’lーであるは

ず。だが．ともすれば学校でしか生きられな

い子どもをflてていないか。教師が円心のf.{

flのあり ）Jを生前者のHから検証するための

II判IIと全1111. これが週休 2nn.11ではなく学校

5 nOilJと.1・い侠える教師にとっての， lilIi .[¥ 

要な.rr::i獲であると考える。

研究協力校の実践ポイン ト

してみた． 休業土峨HlよJlI !illであったので.i目 平成3 年度はその反行に 'SL ら， l ~i リ伴え分を月の

時代lよぷのようにした． 各i盛で行うことにより．政li111年1111を各週2lnl.::l:1r! 
下Jt'.の＆ lのように．士凶日に教科・i立総 ・7 でき.IJ'llOI費支時数む確保できた

ラブを組み入れた．平成2年度は，望号2のように， 2.月2回以よでは週時程に工夫が必要

休1:11となる土HM円の授業はその週の月水金の枕 月2同の1:a1i休業日の設定は試みていないので．

!1111.~llllに i反り答え．災脳した．そのために休！（；11 具体的なことは；Tえない.2 lnl以I・.の上H/Li本来II
となるi自の時間制は， Jl-1;'.Ul.I日まですべて6時 の設定の泌合IJ.,J.Jl.（£の教育水ゆを割付与するとい

Jill日£でとなリ． 学校 ”~言~·.tDar'~t~4'.問主党寸一一ー－－一寸 う怠P,j;からむ．迎時l'L

制時Jiiiが削減されて 唱詫軍F E措置理1!Ed.,Iの制iみ万に l；犬 が 叫

ゆとりカrな〈なった・ ーーーーーーー－ ,ir r ＂＇両 • I となってくる．

袋l 授蟻のある土曜日の 袈2 休策目となる土噌目 先進伎の例から．月 2同の場合Ii，教”の校集

時間制 の時間割 をすべてJIB/.:11から金HU:IIまで組み込んで， （：It.:
111火｜水｜ 本｜ 金｜上｜｜ ｜月｜火｜水 I~＇ I金｜上1nの3叫JllJQ)時II日制は． クラブ的動を述鈍2時1111

I l<DlRl@i@i@lRl I 1 I①｜＠｜＠｜＠｜＠｜ ｜組み．伐リ 1時II”を学校段位時miとするH法がよ
2 I<%> I①l@l@l@lilll 12 I③｜⑦101@10 
3 I③｜＠｜⑬｜⑬1R1?1131③｜＠｜⑪｜⑬＇R 

目＠｜＠｜⑬1@1@1114 lclRI⑬｜＠｜＠ 

⑤｜⑪｜学lRlRI11 s l<IDI⑪｜学｜＠｜＠
紘｜⑪｜肱lRl1Jtl If 6 lRI⑪｜＠｜＠｜ク

教職研修 1992/ 61¥'I刊

、、のではないかと考える．

完全小彼illf,円削｜の移行に勺たっては．学習m
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